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パソコン接続マニュアルについて 

本マニュアルでは、 F - 日9目でデータ通信をする際に必要な事項についての説 
明をはじめ、 CD - R 日 M 内の 「 FOMA 通信設定ファイル」「ドコモコネクショ 
ンマネージャ」のインス I -ールち法などを説明しています。 

お使いの環境によっては操作手順や画面び一部異なる場合びあります。 
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データ通信 


FOMA 端末とパソコンを接続して利用できる通信形態は、データ転送 （ OBEXTM 通信)、パケッ 
卜通信、 64 K データ通信に分類されます。 

-パソコンと接続してパケット通信や目 4K データ通信を行ったり、電話帳などのデータを編集したりするに 
は、付属の CD-ROM からソフトのインスI-ールや各種設定を行う必要びあります。 

-海外でパケット通信を行ラ場合は、 IP 接続で行って<ださい （PPP 接続ではパケット通信でさません)。ま 
た、海外では目 4K データ通信は利用でさません。 

• FOMA 端末は、 FAX 通信や Remote Wakeup には対応しておりません。 

• ドコモの PDA の sigmari 日 nIE と接続してデータ通信び行えます。ただし、八イスピードエ U ア対応の高速通 
信には対応しておりません。 

❖データお送 （ OBEXTM 通信） 


画像や音楽、電話帳、メールなどのデータを、他の FOMA 端末やパソコンなどとの間で送受信します。 



♦:♦パケツト通信 


インターネットに接続してデータ通信（パケット通信）を行います。 

送受信したデータ量に応じて課金されるため、メールの送受信など、比較的かないデータ量を高速でやりとり 
する場合に適しています。ネットワークに接続していてち、データの送受信を行っていないとさには通信料び 
かからないため、ネットワークに接続したまま必要なとさにデータを送受信するといラ使いかたびでさます。 

ドコモのインターネット接続サービス mopera U など、 FOMA パケット通信に対応したアクセスポイントを利 
用して、受信最大 7.2Mbps、 送信最大 384kbps の高速パケット通信びでさます。通信環境や混雑状況の影響 
により通信速度び変化するベストエフォート方式による提供です。 

画像を含むホームページの閲覽やデータのダウン□ー ドなど、データ量の多い通信を行った場合には通信料び 
高額になりますのでご注意ください。 

《 FOMA 八イスピードエリア外や H に H-SPEED に対応していないアクセスポイントに接続するとき、または 
ドコモの PDA の sigmarionlE など H に H-SPEED に対応していない機器をご利用の場合、通信速度び遅くな 
ることびあります。 

《受信最大 7.2Mbps、 送信最大 384kbps とは技術規格上の最大値であり、実際の通信速度を示すをのでは 
ありません。実際の通信速度は、ネットワークの湿み具合や通信環境により異なります。 















❖巨 4 K データ通信 


インターネットに接続して目 4 K データ通信を行います。 

データ量に関係なく、ネットワークに接続している時間の長さに応じて課金されるため、マルチメディアコン 
テンツのダウン□ー ドなど、比較的データ量の多い送受信を行ラ場合に適しています。 

ドコモのインターネット接続サービス mopera U など、 FOMA 目 4 K データ通信に対応したアクセスポイント、 
またはに DN 同期目 4 K のアクセスポイントを利用でさます。 

長時間通信を行った場合には通信料び高額になりますのでご注意<ださい。 


ご利用になる前に 


♦動作環境 


データ通信を利用するためのパソコンの動作環境は、次のとおりです。パソコンのシステム構成により異なる 
場合びあります。 


項目 

必要環境 

パソコン本体 

USB ポート （ USB 仕様1.]/2.0に準拠）を持つ PC / AT 互換機 
ディスプレイ解像度80 0 X 目00ドット 、 High Colon 目ビットじ(上を推奨 

0 S (各日本語版） 

Windows XP、Windows Vista、Windows 7 

必要メモリ 

Windows XP : 1 上 Windows Vista : 己 12 MB しソ上 

Windows 7 : 32 ビット版] GBULL 目4ビット版 2 GBl ； j 上 

八ードディスク容量 

己 MBl ；^ 上の空さ容量 

• ドコモコネクションマネージャは] 0 MBi ； LL の空さ容量 

Web ブラウザ※2 

Internet Explorer 目.0上 

メールソフト※2 

Windows メールおよび Outlook Express 6.0 


本 FOMA 端末は 「 USB 2.0 High - Speed 」 には対応しておりません。 

《2ドコモコネクションマネージャを利用するための動作環境です。 

-動作環境の最新情報については、ドコモホームページでご確認ください。 

-日 S をアップグレードした場合の動作は保証いたしかねます。 

-動作環境によってはご使用になれない場合びあります。また、上記の動作環境！;^外でのご使用について、当 
社では責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 

• メニューび動作する推奨環境は Micros 日け Internet Explorer 7.0し如き (Windows XP の場合は 、 Microsoft 
Internet Explorer 6.0し：^降）です。 CD - ROM をセットしてもメニューび表示されない場合は次の手順で操作 
して < ださい。 

① Windows 7、 Wind 日 ws Vista のとき：© (スターり 一「すべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一 
「ファイル名を指定して実行」を順にクリック 

Wind 日 WS XP のとき：「スターり 一「ファイル名を指定して実行」を順にクリック 

② 「名前」に次のように入力して rOK 」 をクリック 
く CD-ROM ドライブ名> : ¥ inclex.html 

《 CD - ROM ドライブ名はお使いのパソコンによって異なります。 

- CD - ROM をパソコンにセットすると、警告画面び表示される場合びあります。この警告は 、 Internet 
Expl 日 rer のセキュ U ティの設定によるをので、使用には問題ありません。「はしりをクリックしてください。 
《お使いのパソコンの環境により異なる場合びあります。 
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♦必要な機器 


FOMA 端末とパソコン外に、次の機器び必要です。 

- FOMA 充電機能付 USB 接続ヶーブル0]/02 (別売）または FOMA USB 接続ヶーブル（別売) 
■付属の CD - ROM 「 F -09 B 用 CD - ROM 」 


✓お知6せ 

-パソコン用の US 目ケーブルはコネクタ部の形状び異なるため利用でさません。 
- USB HU 目を使用すると、正常に動作しない場合びあります。 


♦ご利用時の留意事頃 


❖インターネットサービスプ□バイダの利用料 


パソコンでインターネットを利用する場合、ご利用になるインターネットサービスプ□バイダ（じ(降プ□バイ 
ダ）の利用料び必要です。この利用料は、 FOMA ヴービスの利用料とは別に直接プ□バイダにお支払いいただ 
さます。詳細はご利用のプ□バイダにお問い合わせください。 

-ドコモのインターネット接続サービス mopera U びご利用いただけます 。 mopera U はお申し込みび必要な 
有料サービスです。 

❖接続巧（プ□バイダなど） 


パケット通信と目 4 K データ通信では接続先び異なります。パケット通信を行ラとさはパケット通信対応の接続 
先、目 4 K データ通信を行ラとさは FOMA 目 4 K データ通信または ISDN 同期目 4 K 対応の接続先をご利用くださ 
い。 

• DoPa のアクセスポイントには接続でさません。 

- mopera のサービス内容および接続設定方法については、 mopera のホームページをご覧ください。 
http :// www . mopera . net / mopera / index.html 

❖ユーザー認証 


接続先によっては、接続時にユーヴー認証び必要な場合びあります。その場合は、通信ソフトまたはダイヤル 
アップネットワークで I □とパスワードを入力して接続してください。 ID とパスワードはプ□バイダまたは社内 
LAN など接続先のネットワーク管理者から付与されます。詳細はプ□バイダまたはネットワーク管理者にお問 
い合わせください。 

❖ブラウザ利用時のアクセス認証 


パソコンのブラウヴを利用してのアクセス認証で FirstPass (ユーヴ証明書）び必要な場合は 、 FirstPass PC 
ソフトを利用します。ドコモのホームページにて提供しております。詳細およびダウン□ードは下記サイトの 
ページをご覽ください。また、付属の CD - R 日 M から下記サイトへのアクセスを巧能です。 

ヴーヒス詳細： http :// www . nttdoc 曰 m 曰 . C 曰. jp / service / safety / firstpass / 

タウン□— ド： http :// www . nttdoc 曰 m 曰 . C 曰 jp/supp 曰け/ utilizati 曰 n/applicati 日 n/f 日 ma / utility / firstpass / 
index.html 

❖パケット通信および巨 4 K データ通信の条件 


曰本国内で通信を行ラには、次の条件び必要です。 

- FOMA サービスエリア内であること 

-パケット通信の場合、アクセスポイントび FOMA パケット通信に対応していること 
-目 4 K データ通信の場合、接続先び FOMA 目 4 K データ通信またはに DN 同期目 4 K に対応していること 
《上記の条件び整っていてを、基地局び混雑していたり、電波状態び悪かったりするとさは通信でさない場合 
びあります。 
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♦ CD - ROM を利用ずる 


付属の CD-R 日 M には、 FOMA 端末でデータ通信をご利用になる際のソフトウェアや、 PDF 版「区点コードー 
覽」などび収録されています。 


❖ ドコモケータイ datalink の紹な 


ドコモケータイ da ね link は、お客様の携帯電話の電話帳やメールなどをパソコンにバックアップして、編集な 
どを行ラソフトです。ドコモのホームページにて提供しております。詳細およびダウン□ードは下記サイトの 
ページをご覽ください。また、付属の CD-ROM から下記サイトへのアクセスを巧能です。 
http :// datalink . nttdocomo . co . jp / 

• ド〕モケータイ datalink をご利用になるには、あらかじめ FOMA 通信設定ファイルをインストールしておく 
必要びあります。 

-ダウン□ー ド方法、転送可能なデータ、動作環境、インストール方法、操作方法などの詳細については、上 
記ホームページをご覽ください。また、インス!-ール後の操作方法については、ソフト内のヘルプをご覧く 
ださい。 

-ド〕モケータイ datalink をご利用になるには、別途 USB ケーブルび必要です。 


データ拓送 （ obex ™ 通信）の準備の流れ 


FOMA 巧電機能付 USB 接続ケーブル01/02 (別売）をご利用になる場合には、 FOMA 通信設 
定ファイルをインスI-ールしてください。 


FOMA 通信設定ファイルをダウン□—ド、インストールずる 
-付属の CD - ROM か5インス I ル 
• ドコモのホームぺージからダウン □ ー ドし、インストール 


データ転送 
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データ通信の準備の流れ 

パケット通信および 64 K データ通信を利用する場合の準備について説明します。 



ドコモコネクションマネージャを 
利用しない通信を設定ずる一 P 1 6 

▼ 

通信を実行ずる 

《ドコモコネクションマネージャの設定については、『ドコモコネクションマネージャ操作マニュアル』をご 
覧ください。 

❖ FOMA 通信設定ファイル 

USB ケーブルでパソコンと接続してパケット通信または目 4 K データ通信を行う場合は、 FOMA 通信設定ファ 
イルをインストールする必要びあります。 

❖ ドコモコネクションマネージャ 

付属の CD - R 日 M からドコモコネクションマネージャをパソコンにインストールすると、パケット通信または 
目 4 K データ通信を行ラために必要なさまざまな設定を、パソコンから簡単に操作でさます。 
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USB ケーブルのコネクタを FOMA 端末の外部接続端子に差し込む 
USB ケーブルのパソコン側のコネクタをパソコンの USB ポートに差し込む 



♦インストール/アンインストール前の注意点 


-操作を始める前に他のプ□グラムび動作中でないことを確認し、動作中のプ□グラムびある場合は終了して 
<ださい。 

《ウイルス対策ソフトを含む、 Wind 日 WS 上に常駐しているプ□グラムを終了します。 

例：タスクバーに表示されているアイコンをちク U ックし、「閉じる」または「終了」をク U ックします。 

• FOMA 通信設定ファイルやドコモコネクションマネージャのインストール/アンインストールを行ラ場合 
は、必ずパソコンの管理者権限を持ったユーヴーで行ってください。それ]^ソ外のユーヴーで行ラとエラーに 
なる場合びあります。パソコンの管理者権限の設定操作については、各パソコンメーカやマイク□ソフト社 
にお問い合わせください。 

-「ユーヴーアカウント制御」画面び表示されたときは、次の操作を行います （Windows XP では表示されま 
せん)。 

-Windows 7 :「はしりをクリックするか、パスワードを入力して 「 OK 」 をクリック 
-Windows Vista :「許印または「続行」をクリックするか、パスワードを入力して 「0 K 」 をクリック 
-パソコンの操作方法または管理者権限の設定などについては、パソコンの取扱説明書をご覧ください。 


パソコンと FOMA 端末を接続する 


ここでは取り付け/取りがし方法を説明します。 FOMA 通信設定ファイルのインストールは行い 
ません。 -P7 

- FOMA 通信設定ファイルのインストール前にパソコンに接続すると、 USB ケーブルび差し込まれたことを自 
動的に認識してドライバび要求されますび、「キャンセル」をク U ックして終了してください。 

• パソコンと FOMA 端末は、電源び入っている状態で接続してください。 

-本マニュアルでは、 FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02 (別売）での場合を例に説明しています。 

♦ USB ケーブルを取り付ける 
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❖取りかしかた 


USB ケーブルのコネクタのリリースボタンを押し（①)、 FOMA 端末か5引き抜 
く（③） 


UU —スボタン 



2 パソコンか！ 5 USB ケーブルを取り外す 


✓お知6せ 

- FOMA 端末から US 目ケーブルを抜さ差しする際は、コネクタ部分に無理な力びかからないよラにを意してくださし、。 
取り外すとさは、必ず U U —スボタンを押しなびら水平に引さ抜いてください。無理に引さ抜こラとすると故障の原 
因となります。 

-データ通信中に US 目ケーブルを取り外さないで<ださい。データ通信び切断され、誤動作やデータ消失の原因となり 
ます。 


FOMA 通信設定ファイル（ドライバ）をインストールする 

FOMA 端末とパソコンを USB ケーブルで接続してデータ通信を行う場合は、 FOMA 通信設定 
ファイル（ドライバ）び必要です。使用するパソコンに FOMA 端末を初めて接続する前に、あ 5 
かじめインス I -ールしておさます。 

-操作する前に、必ず「インストール/アンインストール前のを意点」をご覧ください。一 P 日 
-操作己で FOMA 端末をパソコンに接続する旨のメッセージび表示されるまで、 FOMA 端末を接続しないでく 
ださい。 

〈例> Windows 7にインストールするとき 

] CD-R 日 M をパソコンにセット 

「データリンクソフト•各種設定ソフト」をクリック 









































r インストール開始」をクリック 

FOMA 端末をパソコンに接続する旨のメッセージび表示された！5、 FOMA 端末 
をパソコンに接続 

- FOMA 端末は電源び入った状態で接続してください。 


A インス!ル完了画面で rOKJ をクリック 

「ドコモコネクションマネージャ」のインストールー P ]2 

♦ FOMA 通信設定ファイルを確認ずる 


- FOMA 端末びパソコンに正しく認識されていない場合、設定および通信はでさません。 

〈例〉 Windows 7で確認するとき 

I ® (スタート）一「コント□ールパネル」一「システムとセキュリティ」一「シ 
ステム」カテゴリ内にある「デバイスマネージャー」を順にクリック 
Windows Vista のとき 

©(スタート）一「コント□ールパネル」一「システムとメンテナンス」一「デバイスマネージャ」を 
J 慣にク U ック 

Windows XP のとき 

① r スタート」一 r コント□-ルパネル」一 r パフォーマンスとメンテナンス」一 r システム」を順にクリック 

② r システムのプ□パティ」画面の「八ードウエア」タブをクリックー「デバイスマネージャ」をク 
IJ ツク 


3 「 FOMA 通信設定ファイル （ USB ドライバ)」の r インス!ル」をクリックし、 
W 表示されるウィンドウか！5 「 F 09 Bst . exe 」 アイコンをダブルクリック 
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9 各デバイスの種類をダブルクリックイタのデバイス名び登録されていることを確 
認 

-デバイスの種類とデバイス名は次のとおりで 
す。 

表示される順番は 0 S により異なります。 

-ポート （COM と LPT ) : 

FOMA F 09 B Command Port 
( COMx ) 《 

FOMA F 09 B OBEX Port ( COMx ) 

■モデム ： FOMA F 09 B 
■ユニバーサルシリアルバスコント□ーラー 
または USB (Universal Serial Bus ) コ 
ント□-ラ ： FOMA F 09 B 
※乂はパソコンの環境により、異なった数字 
び表示されます。 


♦ FOMA 通信設定ファイルをアンインストールずる 


-操作する前に、必ず「インストール/アンインストール前のを意点」をご覧ください。一 P 目 
-操作する前に、パソコンから FOMA 端末を取り外してください。 

〈例〉 Windows 7、 Windows Vista でアンインストールするとき 

I ©(スタート）一「コント□ールパネル」一「プ□グラム」カテゴリ内にある 
「プ□グラムのアンインス!ル」を順にクリック 
Windows XP のとき 

「スタート」一「コント□ールパネル」一「プ□グラムの追加と削除」を順にクリック 

9 「FOMA F09B USB」 を選択して「アンインス!ルと変更」 （Windows XP 
の場合は r 変更と削除」）をクリック 

ク 「F 日 MA F09B Uninstaller」 と表示されていることを確認して「はしりをク 

d リック 

アンインストールを開始します。 

4 「ドライバを削除しました」画面び表示された！5「日 K」 をクリック 

✓お知6せ 

•削除画面で 「FOMA F 09 目 US 目」び表示されていないとさは、再度 「 FOMA 通信設定ファイルをインス!ルする」 
の操作を行った後に、アンインス!-ールを行ってください。一 P 7 
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ドコモコネクションマネージャを利用する 


ドコモコネクションマネージャは、定額データ通信および従量データ通信を行うのに便利なソフ 
トウエアです。 mopera U へのお申し込みや、お客様のご契約状況に応じたパソコンの設定を簡 
単に行うことびできます。 

また、料金カウンタ機能でデータ通信量や利用金額の目まを確認することちできます。 

ここでは、ドコモコネクションマネージヤのインス!ルまでを説明します。 



初期設定では表示されません。 
詳しくはドコモコネクションマ 
ネージヤのへ>1レプをご覧 < ださ 


料金カウンタ 


接続/切断ボタン 


- FOMA 端末を使ってインターネットに接続するには、サービスおよびデータ通信に対応したインターネット 
サービスプ□バイダ （mopera U など）のご契約び必要です。 

詳しくは、ドコモのホームページをご覧ください。 


✓お知6せ 

従 量 制データ通信 （ i モードパケット定額サービスなど含む）のご利用について 

•パケット通信を利用して、画像を含むホームページの閲覧やデータのダウン□ー ド（例：アプ U ケーシヨン、音楽、 
動画、 0S またはウイルス対策ソフトのアップデート）など、データ量の多い通信を行った場合には通信料び高額にな 
りますのでごを意ください。 

なお、本 FOMA 端末をパソコンなどに US 目ケーブルで接続してデータ通信を行う場合は、 FOMA のパケット定額 
サービスのパケ-ホーダイ、パケ-ホーダイフルの定額対象外通信となりますのでごま意ください。 

定額データプランのご利用について 

-定額データプランを利用するには、定額データ通信に対応した料金プランのインターネットサービスプ□バイダにご 
契約いただく必要びあります。詳しくは、ドコモのホームページをご覧くださし、。 

mopera のご利用について 

• mopera の接続設定方法については、 mopera のホームページをご覧ください。 
http://www.mopera.net/mopera/suppo け/ index.html 


♦ ドコモコネクションマネージヤをインス I ルする前に 


ドコモコネクションマネージャをインストールする前に次の事項を確認し、必要に応じてソフトの設定変更や 
アンインストールを行ってください。 

- FOMA 端末と FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル0]/02 (別売）または FOMA USB 接続ケーブル（別 
売）を用意してください。 

-サービスおよびインターネットサービスプ□バイダの契約内容を確認してください。 

• ドコモコネクションマネージャ1；(外の接続ソフトびインストールされている場合は、必要に応じて自動的に 
起動しないように設定を変更してください。一 P 1] 「ドコモコネクションマネージャしが4の接続ソフトのご 
利用について」 
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❖ Internet Explorer の設定を変更する 

• ドコモコネクションマネージャをインス!ルする前に、あらかじめ Internet Explorer の「インターネット 
オプション」で、接続の設定を「ダイヤルしない」に設定してください。 

〈例 〉 Windows 7 、 Windows Vista で変更するとき 

1 ©(スタート）一「すべてのプ□グラム」一 「Internet Explorer 」 を順にク 
U ック 

Windows XP のとき 

「スタート」をクリックー「すべてのプ□グラム」を選択一 「Internet Explorer 」 をクリック 

2 「ツール」一「インターネットオプション」を順にクリック 

3 「接続」タブをクリック^「ダイヤルしない」を選択 



4 「0 K 」 をクリック 

❖ ドコモコネクシヨンマネージヤなかの接続ソフトのご利用について 


ドコモコネクションマネージャには次のソフトと同じ機能び搭載されておりますので、同時にご利用いただく 
必要はありません。必要に応じて、起動しない設定への変更やアンインストールを行ってください。 

• mopera U かんたんスタート 
- U かんたん接続設定ソフト 

• FOMA PC 設定ソフト 

• FOMA ノ（イトカウンタ 

また、ドコモコネクションマネージャで Mz 日 ne (公衆無線 LAN 接続）を利用する場合は、次の公衆無線 LAN 
接続ソフトはアンインス!-ールを行ってください。なお、同時にインス!-ールした場合、ドコモコネクション 
マネージャでの Mz 日 ne 接続はご利用いただけません。 

- U 公衆無線 LAN ユーティ U ティソフト 
-ドコモ公衆無線 LAN ユーティ U ティソフト 
-ドコモ公衆無線 LAN ユーテイ U テイプ□グラム 
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♦ ドコモコネクションマネージヤをインス I ルする 


〈例> Windows 7にインストールずるとき 

] CD - R 日 M をパソコンにセット 

2 「インターネット接続」をクリック 



〇 r 本 CD - ROM か5の FOMA データ通信の設定方法」の操作⑤にある「インス 
トール」をクリック 

-セキュ U テイの警告画面び表示された場合は、「実行」をクリックします。 


沒 NTT ドコモ CD-ROM [イシターネジト巧境]- Windows Internet Explorer 


曾 • L も。が山 de¥intemet.html ， 1 *, 1 ベ | l | 戶 クこ] 

W おまに入り1 巧 NTT ドコモ CD-ROM [インタ… ： な，因， J 台， ぺージ皮)，它ーフテイ控）， 

の 


末 CD-ROM かみの FOMA で一が g ちの記ぞちホ 

の US 日培な々ーブんの巧な 

FOMA 绡末とバソ〕ン滿烧ずるためこ FOMA 巧電おお付 USB クーブル01/の 
巧晚)または FOMA USB クーカレ(另蹄)を用患します。 

FOMA 巧 巧 おお付 USB クーカレ01/02巧晚ほた!び OMA USB クーブル(月リ 
巧）は。モショッブ/ド〕モ巧据い店/を 桂 お申な•ちキミまおこてわおめいただ 
けます。 

巧) FDK 化; i 信恐ちつマイ1しのイ'ノつ卜 一 Jl, 


FOMA 巧な設定ファイルは FOMA 巧末とバソコン嫌録するためのソフトウェア 
です。 


下のあ面たみインスト—ルを巧って下さい， 


が^の「^"_^ストール_1だ?>ックするか、「巧が版女’ウン P- ド」のドコモの HP か 
らドコモコネクションマネージャをダウン□ードし、ド’コモコネクシ3ンマネージャ 
①インストールを巧って下さし、 • 

1«--|'-'‘つ卜-ル1 

■民 Sfr 巧々'つ—,□-ド' 

《 r インストール J を如ッ巧が:、たキュリティのま告面面が表示される巧さ 
があります 。本ち 告は h 切でが Explorer の它キュリティの設迅こよってを 
ちされますが、ご巧巧にはも^ございませんので、実行し。ださい。 

① mooera UO) ご斑う 

mopera けの契が]をされていない巧合は、 K ■コモコネクシ9ンマネージャ巧回起 
め時に巧示される r 初期設ミゥィヴー門が诚申なみ祈なうことげできま 


• Windows XP で MSXML 目 - Wireless LAN API のインス I -- ルの確認画面び表示された場合は 
「 Install 」 をクリックし、 MSXML 目 ■ Wireless LAN API をインストールします。 MSXML 6 - 
Wireless LAN API のインストール完了後、 Windows を再起動すると、自動的にドコモコネクショ 
ンマネージャのインストールび始まります。 
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4 「次へ」をクリック 



5 ま意事項を確認して「次へ」をクリック 



4 ソフトウェア使用許諾契約の内容を確認して、契約内容に同意する場合は「使用 
M 許諾契約の条項に同意します」を選択し、「次へ」をクリック 
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インストール巧のフオルダを確認して「次へ」をクリック 

-インストール先を変更する場合は「変更」をク U ックし、任意のインストール先を指定してください。 



Q 「インストール」をクリック 

M インスト叫レび始まります。 



〇 rins ね IlShield ウイザードを完了しました」画面び表示された5「完了」をク 
リック 

ドコモコネクションマネージャのインストールび完了します。 



✓お知6せ 

-インストールには数分かかる場合びあります。 

- Windows を再起動する旨のメッセージび表示された場合は、画面の指示に従い再起動してください。 
-データ通信中にインス I -ールを行わないでください。 
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♦ ドコモコネクションマネージャを起動する 

-操作する前に、必ずパソコンと FOMA 端末び正しく接続されていることを確認してください。 

〈例> Windows 7 、 Windows Vista で設定ずるとき 

I ©(スタート）一「すべてのプ□グラム」一 「NTT DOCOMO 」 一「ドコモコ 
I ネクションマネージャ」一「ドコモコネクションマネージャ」を順にクリック 

Windows XP のとき 

「スタート」をクリックー「すべてのプ□グラム」一 「NTT DOCOMO 」 一「ドコモコネクションマ 
ネージャ」を順に選択して一「ドコモコネクションマネージャ」をクリック 

ドコモコネクションマネージャび起動します。 

初回起動時には、自動的に設定ウイヴードび表示されます。 



-設定ウィヴードに従い、インターネットに接続してデータ通信を行ラための設定を行います。 
設定後にドコモコネクションマネージャを利用して、通信を実行することびでさます。 
詳しくは、『ドコモコネクションマネージャ操作マニュアル』をご覧ください。 


✓お知6せ 

-インターネットブラウヴやメールソフトを終了しただけでは、通信は切断されません。通信をご利用にならない場合 
は、必ずドコモコネクションマネージャの「切断する」ボタンで通信を切断してくださし、。 

- 0 S アップデートなどにおいて自動更新を設定していると自動的にソフトウエアび更新され、パケット通信料び高額と 
なる場合びございますのでごを意<ださい。 



接続/切断ボタン 
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ドコモコネクションマネージャを利用しない通信を設定する 


ドコモコネクションマネージャを利用しないで、ダイヤルアップ接続の設定を行ラ方法について 
説明します。 

• パケット通信で mope 旧 U など H に H - SPEED 対応のアクセスポイントを利用する場合は、ドコモコネク 
ションマネージャを利用して設定してください。 

♦ダイヤルアップネットワークの設定の流れ 


-データ通信の準備の流れ^ド己 

• 操作する前に、必ずパソコンと FOMA 端末び正しく接続されていることを確認してください。 


接続先 ( APN ) を設定ずる X 一 P 1 6 

• 接続先び mopera U または mopera の場合、設定は不要です。 



発信ち番号の通知/非通知を設定ずる& 一 P 1 8 

-必要に応じて設定してください。 



ダイヤルアップネットワークの設定をずる 

- Windows 7 、 Windows Vista で設定する場合一 PI 9 
- Windows XP で設定する場合一 P 2 ] 


《パケット通信の場合に設定します。 

設定するには、 AT コマンドを入力するための通信ソフトび必要です。 

ここでは Wind 日 WS XP に添付されている「八イパーター三ナル」を使った設定方法を説明します。 
Windows 7 、 Windows Vista は「ハイパーターミナル」に対応していません 。 Windows 7 、 Windows 
Vista の場合は、各 OS に対応したソフトを使って設定してください（ご使用になるソフトの設定方法に 
従ってください)。 

♦接続巧 ( APN ) を設定する 


❖接続巧 ( APN ) と登録番号 （ cid ) 


パケット通信の接続先 （ APN ) は、 FOMA 端末の登録番号 ( cid )] 〜] 0に設定でさます。お買い上げ時、 
cid の]には m 日 pera に接続するための APN 「 mopera . ne . jp 」 び、2と3には mopera U に接続するための 
APN 「 m 叩 era . net 」 び、4には] 28 K 通信で接続するための APN 「 mprex - pkt . net 」 び登録されています。 
その他のプ□バイダや社内 LAN に接続する場合は、 cid 己〜] 0に APN を登録します。 

•接続先 ( APN ) については、プ□バイダまたはネットワーク管理者にお問い合わせください。 

-接続先の設定は、パケット通信用の電話帳登録として考えられます。接続先の設定項目を FOMA 端末の電話 
帳と比較すると、次のよラになります。 


接続先 （ APN ) の設定 

電話帳の項目 

登録番号 ( cid ) 

登録番号（メモ U 番号） 

接続先名 ( APN ) 

相手の名前 

* 99 * * * く cicl ># (パケット通信） 

相手の電話番号 


-登録した cid はダイヤルアップ接続設定での接続番号となります。 
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❖接続巧 ( APN ) を設定する 


「接続」画面で「キャンセル」をクリック 


接続先 （ APN ) を 「 AT + CGDCONT = く cid > ，"く PDP _ TYPE >"，" く APN >"」 
のお式で入力^回 

< cid > :日〜] 0の範囲で任意の番号 
く PDP _ TYPE > : IP または PPP 
< APN > :接続先 ( APN ) 

• + CGDCONT コマンドー P 32「 AT コマンドの補 
足説明」 

• コマンドを入力してを画面に表示されない場合は、 

ATE 1 と入力し、回を押します。 


ファイルの漏をを） を元地 iift ( c ) おを①ヘルプお） 


□が 塞逝因窗 


AT+CGDC0NT=5 ， "PPP" 


A rOKJ と表示されていることを確認して「ファイル」をクリック^「八イパー 
M ターミナルの終了」をクリック 


〈例〉 Windows XP で設定するとき 


2 


「スタート」をクリック^「すべてのプ〇グラム」^「アクセサリ」 
を順に選択して「八イパーターミナル」をクリック 


rmmi 


「名前」に接続巧名など任意の名前を入力¬ 

- 「名前」に次の記号（半角文字）は使用でさません。 

¥/:求？く> r 


「0 K 」 をク U ック 


名おを入力し、アイ]ンを還んでください： 
るお(曲 


民獄 


アイコンの： 


国養幽吗嗓圓巧如 


J 1キャン t ル 


3 


「電話番号」に実在しない電話番号 (roj など）を入力^ r 接続方法」び 
「 F 0 MAF 09 B 」 に設定されていることを確認一 fOKJ をクリック 

-「市外局番」はパソコンの環境により異なります。 

接続先 ( APN ) の設定とは関係ありませんので、 

変更不要です。 I を 

軍話を号の巧報を入力してください： 


国/化が番号を)：本お 1) 
市外局番を)： 




[〇3 


を話#号を)： 
巧搞ホ法(曲 


I FOMA F09B 


J I キャンセル 


4 5 
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7 切断の確認で「はしりをクリック^保巧の確認で「いいえ」をクリック 

♦発信を番号の通知/巧通知を設定する 


パケット通信時の発信者番号の通知/非通知を一括して設定します。 

発信者番号はお客様の大切な情報です。通知する際には十分にごを意<ださい。 

• m 日 pera U または m 日 pera を利用する場合、「非通知」に設定すると接続でさません。 


〈例> Windows XP で設定するとき 


2 


r 接続巧 （ APN ) の設定」の操作1〜4を実行 


発信者番号の通知/非通知を 「 AT * DGRR =< n >」 のお式で入力一回 


< n > :〇〜2 

0 :そのまま接続（お買い上げ時） 

1:184を付けて接続（非通知） 

2 :18目を付けて接続（通知） 

• コマンドを入力してを画面に表示されない場合は、 
ATE ] と入力し、回を押します。 



roK 」 と表示されていることを確認して「ファイル」をクリック^「八イパー 
ターミナルの終了」をクリック 


4 切断の確認で「はしりをクリック^保巧の確認で「いいえ」をクリック 

❖ダイヤルアップネットワークでの通知/巧通知設定について 


ダイヤルアップネットワークの設定でを、接続先の番号に]8日（通知）/184 (非通知）を付けられます。 

- * DGP 旧コマンド、ダイヤルアップネットワークの設定の両方で設定を行った場合の発信者番号の通知/非 
通知は次のとおりです。 


* DGP 旧コマンド 
ダイヤルアップネット^による設定 
ワ-クの設定（く cid 〉=3 の場合）\^ ^ 

設定なし 

非通知 

通知 

ネ99ネネ* 3# 

通知 

非通知 

通知 

] 84が9ネネ* 3# 

非通知 

] 86 * 99ネネネ3# 

通知 


♦ダイヤルアップネットワークを設定する 


ここでは、パケット通信で mope 旧 U に IP 接続する場合を例に説明しています。 

• パケット通信で mopera U または mopera に接続する場合は、電話番号欄に次のよラに入力してください。 
mopera U (PPP 接続）： * 99 * * * 2# 
mopera U (IP 接続）： * 99 * * * 3# 

]28 K 通信 （PPP 接続）： *99* 求 *4# 
mopera (PPP 接続）： * 99 * * * ] # 

-目 4 K データ通信で mopera U 、 mopera に接続する場合は、次の電話き号を接続先の電話き号欄に入力して 
<ださい。 

mopera U : 8701 

mopera : 9601 
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今 Windows 7、 Windows Vista で設定する 


1 ® (スタート）一「コント□ールパネル」- ► 「ネットワークとインターネット」 
カテゴリ内にある「ネットワークのが態とタスクの表示」をクリック 

Windows Vista のとき 
@(スタート）一 r 接続先」を順にクリック 

2 r 新しい接続またはネットワークのセットアップ」をクリック 

Windows Vista のとき 

r 接続またはネットワークをセツトアップしまず」をクリック 


3 


「ダイヤルアップ接続をセットアップします」を選択して「次へ」をクリック 


(が）澤 1^またはネジトワークの它ジトアップ 


^^オプションをちがします 


cjfl 巧ししみジトつークのたットアップ 

-5. 巧しいルーターまたはアク它スポイントを橘巧します， 

ななに巧场します 

のダイトルアップまたは VPN 巧巧を t ットアップしずす. 


「どのモデムを使いまずか？」画面び表示されたとき 
「 FOMAFO 日 B 」 をクリック 

4 「ダイヤルアップの電話番号」に接続巧の電話番号（パケット通信の場合は 

「*99* * * く cid> が）を半角で入力一「ユーザー名」を入力一 r パスワード」 
を入力一 r 接続名」を入力して「接続」をクリック 

< cid > : P 17 「接続先 ( APN ) を設定する」で登録した cid 番号 
• 接続先び m 日 pera U または mopera の場合、「ユー 
ヴー名」「パスワード」は空欄でをかまいません。 

-「接続名」の先頭に.（半角文字のピ U オド）は使用 
でさません。また、次の記号（半角文字）は使用で 
さません。 

¥/:ネ？く> I 


5 接続中の画面で「スキップ」をクリック 

-ここではすぐに接続せずに、設定だけを行います。 


なロタイれレアジブ^巧 


インター本ダトサービスプ□パイダーリ SP) の情巧を入力します 
ダイサルアップのち說号脚：••が 
ユー ザーる00: 


口 SP からけさされたユーザーる] 


ノなワード狂)： 


USP から巧ちされた;じのード] 
巧/口つードの文字を表示する巧） 
巴このノなワードを記憶する近） 


巧因 化の Aij にの笠民を巧うことを許可する化） 

このブプシヨンによつて、このコンピューターにァク它スがぁるすぺての人がこ(3[：^を巧 
えるよラになります. 


]!■ キでン b レ il 
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も 「接続の使用準備びできました」画面で「閉じる」をクリック 

Windows Vista のとき 

① r インターネット接続テストに失敗しました」画面で r 接続をセットアップします」をクリック 
③「閉じる」をクリック 


7 「ネットワークと共有センター」画面で、ち側上部に表示されている r アダプ 
ターの設定の変更」をクリック 

Windows Vista のとき 

0(スタート）一 r 接続先」を順にクリック 


8 

9 


作成した接続巧をちクリックして「プ□パティ」をクリック 


「全般」タブの各項目の設定を確認 

•パソコンに複数のモデムび接続されている場合は、 
「接続の方法」で「モデム - FOMA F 09 B 」 のみを 
選択します。 

-選択したモデムじ(外は非選択 (□) にしてくださ 
い。 

-「接続の方法」に表示されたモデムに割り当てられ 
る COM ポート番号は、お使いのパソコンの環境に 
より異なります。 

-「ダイヤル情報を使う」を非選択 (□) にします。 



店) FOMA のプ□パテイ 



I [ キャンセル I 


1Q 「ネットワーク」タブをクリックー各項目を画面例のように設定 

• 「インターネットプ□トコルバージョン目 ( TCP / 

IPv 日)」を非選択 （□) にします。 

-プ□バイダなどから IP および DNS 情報の設定び指 
示されている場合は、「インターネットプ □ トコル 
パージョン4 ( TCP / IPV 4)」 を選択し「プ□パ 
ティ」をク U ックして、各種情報を設定してくださ 
い。 

-プ□バイダなどから 「 Q 日 S パケットスケジューラ」 

および、その他の項目についての指示びある場合 
は、必要に応じて選択/非選択を設定して<ださ 
い。 


11 「オプション」タブをクリックー 「PPP 設定」をクリック 
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12 すべての項目を非選択 （□) にして roKj をクリック 



13 「0K」 をク U ック 

通信を実行する^ド23 

❖Windows XP で設定する 


1 「スタート」をクリックー「すべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「通信」 
を順に選択して r 新しい接続ウイザード」をクリック 

2 r 新しい接続ウイザードの開始」画面で「次へ」をクリック 

3 「インターネットに接続する」を選択して「次へ」をクリック 

4 「接続を手動でセットアップする」を選択して「次へ」をクリック 

5 「ダイヤルアップモデムを使用して接続する」を選択して「次へ」をクリック 

「デバイスの選択」画面び表示されたとさ 

「モデム - FOMA F 09 B 」 を選択して「次へ」をクリック 

も nsp 名」に任意の接続名を入力^「次へ」 

^ - nsp 名」の先頭に.（半角文きのピリオド）は使用 
でさません。また、次の記号（半角文字）は使用で 
さません。 

¥/:求？<> 1" 


7 「電話番号」に接続巧の電話番号（パケット通信の場合は「 * 99 * * * く cid > 
#」）を半角で入力^「次へ」をクリック 

< cid > : P 17 愼続先 ( APN ) を設定する」で登録した cid 番号 


をク U ック 
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Q 「ユーザー名」を入力一「パスワード」を入力一「パスワードの確認入力」を入 

M カー各項目を画面例のようにすベて選択して「次へ」をクリック 

• 接続先び m 日 pera U または mopera の場合、「ユー 
ヴー名」「パスワード」「パスワードの確認入力」は 
空欄でをかまいません。 


9 r 新しい接続ウィザードの完了」画面で「完了」をクリック 

in 「スタート」をクリックー「すべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「通信」 

を順に選択して r ネットワーク接続」をクリック 

11 作成した接続巧アイコンを選択して「ファイル」をクリックー「プ□パティ」を 
クリック 


巧し〇巧ちウイザード 




12 「全般」タブの各項目の設定を確認 

•パソコンに複数のモデムび接続されている場合は、 
「接続方法」で「モデム - FOMA F 09 B 」 のみを選 
択します。 

-選択したモデムし:^外は非選択 （□) にしてくださ 
い。 

-「接続方法」に表示されたモデムに割り当てられる 
COM ポート番号は、お使いのパソコンの環境によ 
り異なります。 

-「ダイヤル情報を使う」を非選択 （□) にします。 
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n 「ネットワ—ク」タブをクリックー各項目を画面例のように設定一「設定」をク 
■。リック 

• 「この接続は次の項目を使用します」の 「 QoS パ 
ケットスケジューラ」は設定を変更でさませんの 
で、そのままにして<ださい。 

-プ□バイダなどから IP および DNS 情報の設定び指 
示されている場合は、「インターネットプ □ トコル 
( TCP / IP )」を選択し「プ□パティ」をクリックし 
て、各種情報を設定してください。 


] A すべての項目を非選択 （□) にして roKj 


15 「0K」 をク U ック 

通信を実行する^ド23 

♦ ダイヤルアツプ接続で通信を実行する 


通信の実行や切断について説明します。 

〈例 〉 Windows 7のとき 

1 パソコンと FOMA 端末を接続 

USB ケーブル接続の場合一 P 日 

9 ® (スタート）一「コント□ールパネル」一「ネットワークとインターネット」 

カテゴリ内にある「ネットワークの状態とタスクの表示」をクリック 

Windows Vista のとき 

©(スタート）一 r 接続先」を順にクリックー接続先を選択して「接続」をクリックー操作4へ進む 
Windows XP のとき 

「スタート」をクリックー「すべてのプ□グラム」一「アクセサリ」^「通信」を順に選択して「ネット 
ワーク接続」をクリックー接続アイコンをダブルクリックー操作4へ進む 


N FOMA のブ日バティ 阿氏] 



をク U ック 


PPP 設ミ 回因 


UUCP 化張をほう© 

□リフトウ王アによる圧おを巧う (U) 

□単ーリンク巧揃ジルてマルチリンクをネ u シエ-卜する(凹） 

y OK I I キャン t ル ] 
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3 「ネットワークと共有センター」画面で、ち側上部に表示されている r アダプ 
W ターの設定の変更」をクリック^接続アイコンをダブルクリック 

4 「ユーザー名」を入力一「パスワード」を入力一「ダイヤル」をクリック 

• m 日 pera U または mopera を利用する場合、「ユー 
ヴー名」「パスワード」は空欄でをかまいません。 

-設定中に「ユーヴー名」の入力や「パスワード」の 
保ををした場合、入力は不要です。 

-接続完了画面び表示された場合は 「0 K 」 をクリッ 
クして < ださい。 



✓お知6せ 

• FOMA 端末には、パケット通信を実行すると発信中画面び、日41<データ通信を実行すると呼出中画面び表示され、接 
続すると次の画面び表示されます。 


/r ケット通信中 


パケット通信のとさ 

-パソコンに表示される通信速度は、実際の通信速度とは異なる場合びあります。 

-接続アイコン作成時の FOMA 端末を接続した場合のみ、通信び行えます。 


❖通信を切断する 

パソコンのブラウヴを終了しただけでは切断されない場合びあります。確実に切断するには、次の操作を行つ 
て < ださい。 

〈例> Windows 7のとき 

] タスクトレイの回をクリックー切断する接続名をクリック^「切断」をクリック 

Windows Vista のとき 

タスクトレイの園をちクリックー「切断」を選択して切断する接続先をクリック 
Windows XP のとき 

タスクトレイのダイヤルアップアイコンをクリックー「切断」をクリック 


64K データ通信中 

27 秒 

)(8701 

日 4 K データ通信のとを 
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AT コマンド 


AT コマンドとは、パソコンで FOMA 端末の各機能を設定するためのコマンド（命令）です。 
FOMA 端末は AT コマンドに準拠し、さ5に拡張コマンドの一部や独自の AT コマンドをサポート 
しています。 

❖ AT コマンドの入力形式 

AT コマンドは、コマンドの先頭に必ず 「 AT 」 を付けて、半角英数字で入力してください。 


〈例〉 ATD コマンドで mopera U に接続するとき 

ATD 求99求求求3#1±^ 

I I リターンマーク： Enter キーを押します。コマンドの区切りになります。 

パラメータ：コマンドの内容です。 

コマンド：コマンド名です。 

AT コマンドは、コマンドに続くパラメータを含めて、必ず]行で入力します。 ] 行とは最初の文字から回を押 
した直前までの文字のことで、 「 AT 」 を含む最大2己目文字入力でさます。 

❖ AT コマンドの入カモード 


AT コマンドで FOMA 端末を操作する場合は、パソコンをターミナルモードにしてください。ターミナルモード 
とは、パソコンを]台の通信端末のよラに動作させるモードです。ター三ナルモードにすると、キーボードか 
ら入力された文字びそのまま通信ポートに送られ、 FOMA 端末を操作でさます。 

-オフラインモード 

FOMA 端末び待受の状態です。通常 AT コマンドで FOMA 端末を操作する場合は、この状態で操作します。 

• オンラインデータモード 

FOMA 端末び通信中の状態です。この状態のとさに AT コマンドを入力すると、送られてさた文字をそのまま 
通信先に送信して、通信先のモデムを誤動作させる場合びありますので、通信中は AT コマンドを入力しない 
で < ださい。 

• オンラインコマンドモード 

FOMA 端末び通信中の状態でを、 AT コマンドで FOMA 端末を操作でさる状態です。その場合、通信先との 
接続を維持したまま AT コマンドを実行し、終了すると再び通信を続けられます。 

オンラインデータモードとオンラインコマンドモードを切り督えるとさ 

FOMA 端末をオンラインデータモードからオンラインコマンドモードに切り替えるには、次の方法びあります。 
-+++コマンドまたは S 2 レジスタに設定したコードを入力します。 

- 「 AT & D ]」 に設定されているときに、 RS -232 C ※の ER 信号を日 FF にします。 

《 USB インタフェースにより、 RS -232 C の信号線びエミュレートされていますので、通信アプ U ケーシヨ 
ンによる RS -232 C の信号線制御び有効になります。 

また、オンラインコマンドモードからオンラインデータモードに切り替えるには、 「 ATO 回」と入力します。 


✓お知6せ 

-外部機器から発信- AT コマンド発信を行った場合、 2 in ] びデュアルモードまたは A モード時は A ナンバー、目モード 
時は目ナンバーで発信します。 
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♦ AT コマンドー覧 


• F 0 MAF 09 B (モデム）で使用できる AT コマンドです。 

-パソコンや通信ソフトのフオント設定により、「¥」を入力してを「\」と表示される場合びあります。 
- FOMA 端末の電源を切らずに電池パックを取り外した場合、設定値び記録されないことびあります。 


上段：コマンド下段：実行例 

説明 

A / 

直前に実巧したコマンドを再実巧します。 

直前の応答が 「 ERROR 」 の場合は 「 ERROR 」 を返します。 

A / 

0 K 

AT 

A 人+++じ(タトのコマンドの先頭に付けて、本一覧のコマンドを使用します。本コマンドのみ 
で使用すると、 FOMA 端末が AT コマンドを使用できる状態のときに 「 OK 」 を返します。 

AT 回 

OK 

ATA 

パケット着信および 64 K データ通信の着信時に入力すると、着信処理を行います。 

パケット着信中には次のコマンドが入力できます。 

AT A 184 :発信者番号通巧なし着信動作 AT A 186 :発信者番号通があり着信動作 

RING 

ATA 回 

CONNECT 

ATD 

ATD *99* * * く cid ># :パケット通信の発信処理を行います。 

< cid > または* * * く cid > を省略するとく cid >=1 になります。 

ATD [パラメータ]廣話番哥： 64 K データ通信の発信処理を行います。 

電話番号に次の文字!:：!かを入力すると発信できません。 

〇〜9、*、#、 A 、 a 、 巨、 b 、 C、C 

また、次の文字と空白は入力できますが、ダイヤル時には認識されません。 

.、し-、@、 D 、 ん P 、 P 、 T 、 t 、 W、W 

ATD の後に186または184を挿入し、発信者番号の通が/非通巧を指定できまず。 

ATDN または ATDL でリダイヤル発信ができます。 

ATD ネ 99 ネネネ 1# 回 

CONNECT 460800 

ATE < n>《i 

パソコンか6送信されたコマンドに対して、 FOMA 端末がエコーを返すかを設定しまず。 
n = 日：エコーバックなし n =1 :エコーバックあり（お買い上げ時） 

通常は n =1 で使用します。パソコンにエコー機能がある場合、 n =0 に設定すると文字が二重 
に表示されなくなりまず。 

ATE 1 回 

OK 

ATH 

通信中に入力すると、回線を切断します。 

オンフインコマンドモードで実わしてください。一 P 2 己 

ATH 回 

NO CARRIER 

ATI < n > 

確認コードを表示します。 

n =0 : 「NTT DoCoMo 」 n =1 : FOMA 端末の機種名を表 w 

n =2 : FOMA 端未のパージョンを表示 n =3 : ACMP 信号の要素を表示 

n =4 : FOMA 端未で通信可能な機能の詳細を数値で表示 

ATIO 回 

NTT DoCoMo 

OK 

ATO 

通信中にオンラインコマンドモードか6オンラインデータモードに戻しまず。 

ATO 回 

CONNECT 460800 

ATQ < n>《i 

リザルトコードを表示ずるかを設定しまず。 
n =0 :表 W (お買い上げ時） n =1 :表 W しない 

ATQ 1 を実巧した場合は rOK 」 を返しません。 

ATQO 回 

OK 

ATS 0=< n>《i 

FOMA 端末が自動着信するまでの呼化回数を設定します。 

n =0 :自動着信なし（お買い上げ時） n =1 〜25己：指定したリング数で自動着信 

ATS 0? :現在の設定を表示 

ATS 0=0 巨] 

OK 

ATS 2=< n > 

エスケープキャラクタの設定を行いまず。 

n =0 〜127 (お買い上げ時 n =43) n =1 27に設定するとエスケープは無効になりまず。 

ATS 2? :現在の設定を表示 

ATS 2 =43 巨] 

OK 

ATS 3=< n > 

コマンド文字列の最後を認識する復帰 ( CR ) キャラクタの設定を行いまず。エコーパックさ 
れたコマンド文字列とリザルトコードの最後に付きまず。 
n =13 個定値） 

ATS 3? :現在の設定を表示 

ATS 3=13 巨] 

OK 

ATS 4=< n > 

改行 ( LF ) キャラクタの設定を巧います。英文字でリザルトコードを表示する場合、復帰 
( CR ) キャフクタの後に付きます。 
n =10 個見直） 

ATS 4? :現在の設定を表示 

ATS 4=10 巨] 

OK 
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上段：コマンド下段：実行例 

説明 

ATS 5=< n > 

バックスぺース ( BS ) キャラクタの設定を斤います。コマンド入力中にこのキャラクタをお 
化すると、入カバ、ソファの最後のキャフクタを削除します。 
n =8 個定値） 

ATS 5? :現在の設定を表示 

ATS 5=8 巨] 

OK 

ATS 6=< n > 

ダイヤルするまでのポーズ時間（秒）を設定できまずが、動作しません。 
n =2 〜10 (お買い上げ時 n =5) 

ATS 6? :現在の設定を表示 

ATS 6=5 巨] 

OK 

ATS 8=< n > 

カンマダイヤルずるまでのポーズ時闇（秒）を設定できますが、動作しません。 
n =0 〜25己（お買い上げ時 n =3) 

ATS 8? :現在の設定を表示 

ATS 8=3 回 

OK 

ATS 10=< n>《i 

自動切断の遅延時間 （1/10 秒）を設定できまずが、動作しません。 
n =1~255 (お買い上げ時 n =1) 

ATS 10?:現在の設定を表示 

ATS 10=1 巨] 

OK 

ATS 30= く n > 

64 K データ通信時、データの送受信がない場合に切断するまでの時間（分）を設定します。 
n =0 〜25己：（お買い上げ時 n =0、 n =0 は不活動タイマ OFF ) 

ATS 30? :現在の設定を表示 

ATS 30=0 巨] 

OK 

ATS 103=< n > 

64 K データ通信で、着サブアドレスを付けて発信する場合の区切りを設定します。 
n = 日：* n =1 :/ (お買い上げ時） n =2 : ¥または\ 

ATS 103?:現在の設定を表示 

ATS 103=1 巨] 

OK 

ATS 104= く n > 

64 K データ通信で、発サブアドレスを付けて発信する場合の区切りを設定しまず。 
n =0 : # n =1 :% (お買い上げ時） n =2 : & 

ATS 104?:現在の設定を表示 

ATS 104=1 巨] 

OK 

ATV < n>《i 

リザルトコードの表示方法を設定しまず。 

n = 日：数字表 W n =1 :英文字表 W (お買い上げ時） 

ATV 0 を実行した場合は、同じ行に「0」を返します。 

ATV 1 回 

OK 

ATX く が※ 1 

ビジートーン、ダイヤルトーンのお出を行うかと、接編時の 「 CONNECT 」 に速度を表示す 
るかを設定します。 

ビジートーンお出：接続先が通話中のとき 「 BUSY 」 応答を送出 

ダイヤルトーンお出： FOMA 端末に接編されているかを判定 

n = 日：ビジートーンお出なし、ダイヤルトーンお出なし、速度表示なし 

n =1 :ビジートーンお出なし、ダイヤルトーンお出なし、速度表示あり 

n =2 :ビジートーンお化なし、ダイヤルトーンお化あり、速度表示あり 

n =3 :ビジートーンお出あり、ダイヤルトーンお出なし、速度表示あり 

n =4 :ビジートーン検出あり、ダイヤルトーンお出あり、速度表示あり（お買い上げ時） 

n =0 に設定ずると、 AT & E および AT ¥ V コマンドが無効になります。 

ATX 4 回 

OK 

A が 3 

現在の設定を記録された内容に戻します。 

通信中に実わずると、回線を切断 （「NO CARRIER 」 を表 w ) してか6戻しまず。 

ATZ 回 

OK (オフライン時） 

AT%V 

FOMA 端末のパージョンを表示します。 

ATo/oV 回 

Verl.OO 

OK 

AT & C < n>《i 

DTE への回路 CD ( DCD ) 信号の動作条件を設定しまず。 

n =0 :常に ON n =1 :回線接続状態に従い変化（お買い上げ時） 

n =0 に設定すると、接続完了時の 「 CONNECT 」 を送化する直前に CD 信号を ON にします。 

回路が切断され、「 N 0 CARRIER 」 を送出ずる直前に CD 信号を OFF にします。 

AT&C 旧 

OK 

AT & D < n>《i 

オンラインデータモード時、 DTE か6受け取る回路 ER ( DTR ) 信号が ON か 60 FF に変わつ 

たときの動作を設定します。 

n =0 :状態を無視（常に ON とみなす） 

n =1 : ON か 60 FF に変わるとオンラインコマンドモードに移巧 

n =2 : ON か 60 FF に変わると回線を切断しオフラインモードに移巧（お買い上げ時） 

AT & D 2 回 

OK 

AT & E く n>《i 

接編時の速度表示を設定します。 
n 二0 . 無線区間通 fe 速度を表 w 

n =1 :パソコンと FOMA 端未間の通信速度を表示（お買い上げ時） 

AT & E 1 0 

OK 

AT&F 

現在の設定をお買い上げ時の状態に戻します。 

通信中に実わすると、回線を切断 （「NO CARRIER 」 を表 w ) してか6戻します。 

AT&F 回 

OK (オフライン時） 
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上段：コマンド下段：実行例 

説明 

AT & S < n>《i 

DTE へ出力するデータセットレディ （ DR ) 信号の制御を設定します。 
n =0 :常に ON (お買い上げ時） n =1 :接続時に ON 

AT & SO 回 

0 K 

AT&W 

現在の設定を FOMA 端末に記録します。 

AT&W 回 

0 K 

AT ホ DANTE 

FOMA 端末の受信レベルを「 * DANTE : < n > J の形式で表示します。 
n =0 :圏外 n =1 : FOMA 端未の安信レベルのアン了ナが〇または1本 

n =2 : FOMA 端末の受信レベルのアンテナが2本 
n =3 : FOMA 端未の受信レベルのアンテナが3本 

AT * DANTE =? :表示可能な値のリストを表示 

AT ホ DANTE 0 
ホ DANTE :3 

0 K 

AT*DGANSM=<n>《2 

パケット着信呼に対する着信拒否/許巧を設定します。 
n = 日：着信拒否設定 OFF 、 着信許可設定 OFF (お買い上げ時） 
n =1 :着信拒否設定 ON n =2 :着信許可設定 ON 

AT * DGANSM ? :現在の設定を表示 AT * DGANSM =? :設定可能な値のリストを表示 

AT * DGANSM =0 回 

OK 

AT ホ DGAPL =< n > 

[，く cid >] 《2 

パケット着信呼に対して着信を許可ずる接漏先 （ APN ) を設定します。 APN は +CGDCONT 

コマンドで定義したく cid > を使用します。 

n =0 :着信許可リストに追加 n =1 :着信許可リストか6削除 

< cicl > を + CGDCONT コマンドで定義していない場合でも、リストへ追加/削除します。 

< cicl > を省略した場合は、すべてのく cicl > をリストに追加/削除します。 

AT * DGAPL ? :現在の設定を表示 AT * DGAPL =? :設定可能な値のリストを表示 

AT * DGAPL =0.1 回 

OK 

AT * DGARL =< n > 

[.く cid >] 《2 

パケット着信呼に対して着信を拒否する接続先 （ APN ) を設定します。 APN は +CGDCONT 

コマンドで定義したく cid > を使用します。 

n =0 :着信拒否リストに追加 n =1 :着信拒否リストか6削除 

< cid > を + CGDCONT コマンドで定義していない場合でも、リストへ追加/削除します。 

< cicl > を省略した場合は、ずべてのく cicl > をリストに追加/削除します。 

AT * DGARL ? :現在の設定を表示 AT * DGARL =? :設定可能な値のリストを表示 

AT * DGARL =0’1 回 

OK 

AT*DGPIR=<n>《2 

パケット通信確立時の発信者番号通巧を設定します。発信時、着信時に有効でず。 
n =0 : APN にそのまま接続（お買い上げ時） n =1 : APN に184を付けて接続 
n =2 : APN に186を付けて接続 

ダイヤルアップネットヮークで电通巧/非通巧を設定した場合^ド18 

AT * DG 円 R ? :現在の設定を表示 AT * DGPIR =? :設定可能な値のリストを表示 

AT * DGPIR = 日回 

OK 

AT ホ DRPW 

FOMA 端末が受信する電波の受信電力指標を表示します。 

AT * DRPW =? :表 W 可能な値のリストを表 W 

AT ホ DRP \ A /0 
ホ DRPW : 0 

OK 

AT+CAOC 

直前通話料金を表示します。 

AT + CAOC 回 
+CAOC : "000024" 

OK 

AT+CBC 

FOMA 端末の電地残量を 「+CBC : < bcs > .く bcl >」 の形式で表示します。 

bcs = 日：電地パックか6電源の供給あり bcs =1 :電油パックから電源の供給なし 

bcs =2 :電池パックが取りかされている bcs =3 :電源供給エラー 

bcl =0 :電池残量なしまたは電池パックが取りかされている bcl =1 〜100 :電池残量あり 

AT + CBC =? :表示可能な値のリストを表示 

AT + C 目 C 回 

+ C 巨 C : 0.100 

OK 

AT + C 巨 ST =< n >.1, 〇※ 1 

利用する回線を設定します（ベアラサービスの設定)。 
n =116 : 64 K データ通信（お買い上げ時） 

AT + CBST ? :現在の設定を表示 AT + C 目 ST =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CBST =116.1,0 回 

OK 

AT + CDIP = く n>《i 

着サブアドレスの通巧の有無を設定します。また、マルチナンパーの契約状ミ兄を確認できま 
す。 

n = 日：サブアドレスを表示しません。（お買い上げ時） n =1 :サブアドレスを表示します。 

m =0 :マルチナンパー未契約 m =1 :マルチナンパー契約中 

AT + CDIP ? : 「+ CDIP :< n >.< m >」 の形式で現在の設定と状態を表示 

AT + CDIP =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CDIP =0 口 

OK 

AT+CEER 

直前の切断理由を表示します。 

切断理由一覧 ^ P 31 

AT+CEER 巨] 

+CEER : 36 

OK 

AT + CGDCONr 》2 

パケット通信の接続先 （ APN ) を設定します。一 P 32 

一 P 32 
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上段：コマンド下段：実行例 

説明 

AT + CGEQMIN 《2 

パケット通信確立時にネットワーク側か 6 通知される QoS (サービス品質）を許容するかの 
判定基準を設定します。 - P 32 

一 P 32 

AT + CGEQREQ 《2 

パケット通信発信時にネットワークへ要求ずる QoS (サービス品質）を設定します。 一 P 33 

一 P 33 

AT+CGMR 

FOMA 端末のバージョンを表示します。 

AT + CGMR 回 
1234567890123456 

OK 

AT + CGREG =< n>《i 

ネットワーク登録状態（圏内/圏か）を通巧するかを設定します。 
n =0 :通がなし（お買い上げ時） 

n =1 :圏内か6圏クトまたは圏かか6圏内へ移動時 「+CGREG : < s ね t >」 の形式で通が 
stat =0 :パケット圏タト stat =1 :パケット圏内 stat =4 :不明 

S ね t =5 :パケット圏内（国際□-ミング中） 

AT + CGREG ? : r+CGREG : < n >.< s ねり」の形式で現在の設定と状態を表示 
AT+CGREG=? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CGREG =0 回 

OK 

AT+CGSN 

FOMA 端末の製造番号を表示します。 

AT + CGSN 回 
123456789012345 

OK 

AT + CUP =< n>《i 

64 K データ通信着信時、柜手の発信者番号をパソコンに表示するかを設定しまず。 
n = 日：リザルトを表 W しない（お買い上げ時） n =1 :リザルトを表 W する 

m =0 :番号を通がしない NW 設定 
m =1 :番号を通がずる NW 設定 m =2 :不日月 

AT+CLIP? : r+CLIP : < n >，< m >」 の形式で現在の設定と状態を表示 

AT + CLIP =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CLIP =0 回 

OK 

AT + CUR =< nX 》2 

64 K データ通信発信時の発信者番号通巧を設定します。 

n =0 : FOMA 端末の発信者番号通が設定に従う n =1 :通がしない 

n =2 :通がする（お買い上げ時） 

m =0 : CUR は未起動（常時通が） m =1 : CUR は起動（常時非通が） 
m =2 :不明 m =3 : CUR テンポラリーモード（非通がデフォルト） 

m =4 : CLIR テンポラリーモード（通がデフォルト） 

AT+CLIR? : r+CLIR : < n >.< m >」 の形式で現在の設定と状態を表示 

AT + CUR =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CUR =2 回 

OK 

AT + CMEE =< nX》i 

FOMA 端末のエラーレポートの有無を設定します。 

n =0 :リザルトコードを使用せずに 「 ERROR 」 を表 w (お買い上げ時） 

n =1 :リザルトコードを使用し、数字で理由を表示 

n =2 :リザルトコードを使用し、英文字で理由を表示 

n=1 または n =2 に設定すると 、 「+CME ERROR : XXXX 」 の形式で理由を表示します （xxxx 
には、数字または英文字が表示されまず)。 一 P 32 「エラーレポート ー覧」 

AT + CMEE ? :現在の設定を表示 AT + CMEE =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CMEE =0 回 

OK 

AT+CNUM 

FOMA 端末の自局電話番号を r+CNUM : ."< number >".< type > J の形式で表示します。 

number :自局電話番号 

type =129 :国際アクセスコード+を含まない 

type =1 45 :国際アクセスコード+を含む 

AT+CNUM 回 

+CNUM : ，"〇 90 XXXXXXXX ". 

129 

OK 

AT + COPS =< n >.2. 

く ope 「>《2 

接赫する通信事業者のお索方法を設定します。 

n =0 :才ート（お買い上げ時） n =1 :マニュアル n =3 :マッピングしない 

n =1 に設定した場合は、 < ope 「> に PLMN Number を16進数で設定します。 

AT + C 0 PS ? :現在の設定を表示 AT + C 0 PS =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + COPS =0 回 

OK 

AT+CPAS 

FOMA 端末が外部機器に AT 〕 マンドを送受信できるかを r+CPAS : < n > J の形式で表示し 
ます。 

n =0 :巧能 n =1 :不可能 n =2 :状態不明 n =3 :巧能かつ着信中 

n =4 :可能かつ通信中 

AT + CPAS =? :表示可能な値のリストを表示 

AT+CPAS 回 
+ CPAS :0 

OK 
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上段：コマンド下段：実行例 

説明 

AT + CPIN ="< pin >". 

"< newpin >" 

円 N 1コード ON 時、円 N 1/円 N 2コードや円 N □ック解除コードの入力が必要な場合に入力し 
ます。円 N □ック解除〕ードの入力が必要な場合は、 < newpin > に新しい円 N 1/円 N 2〕ード 
を入力します。円 N 1/円 N 2〕ードの入力が要求されているときにく newpi いを入力しても、 

円 N 1/円 N 2コードの変更はできません。 

n=READY :コード入力の要求なし n = SIM 円 N : PIN 1 コード入力待ち 

n = SIM 円 N 2 :円 N 2コード入力待ち 

n=SIM PUK :円 N 1□ック解除失敗により円 N □ック解除〕ード入力待ち 
n=SIM PUK 2 :円 N 2□ック解除失敗により円 N □ック解除コード入力待ち 

AT + C 円 N ? :現在の要求されているコードを 「+CPIN : < n > J の形式で表示 

AT+C 円 N =’’0000’’ 回 

OK 

AT + CR =< n>《i 

接編時に 「 CONNECT 」 が表示される前に、通信の種別を表示ずるかを設定します。 
n =0 :表 W しない（お買い上げ時） n =1 : r+CR : く se 「 v >」 の形式で通信の種別を表 w 

serv=GPRS :パケット通信 serv=SYNC : 64 K データ通信 

AT + CR ? :現在の設定を表示 AT + CR =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CR =0 回 

OK 

AT + CRC =< nX》i 

着信時に + CRING のリザルトコードを使用するかを設定します。 

n =0 :使用しない（お買い上げ時） 

n =1 : r+CRING : < type > J のリザルト〕ードを使用ずる 

typ に GPRS " PPP ".,."< APN >" :パケット通信 type=SYNC : 64 K データ通信 

AT + CRC ? :現在の設定を表示 AT + CRC =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CRC =0 回 

OK 

AT + CREG =< nX》i 

ネットワーク登録状態（圏内/圏か）を通巧するかを設定します。 
n = 日：通がなし（お買い上げ時） 

n =1 :圏内か6圏クトまたは圏かか6圏内へ移動時 「+CREG : < s ね t >」 の形式で通が 
stat =0 :音声圏クト stat =1 :音声圏内 stat =4 :不明 

S ね t =5: 音声圏巧（国際□ーミング中） 

AT + CREG ? : 「+CREG : < n >.< s ねり」の形式で現在の設定と状態を表示 

AT + CREG =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CREG =0 回 

OK 

AT + CUSD =< n > ."く st 「>" 《 1 

ネットワークサービスの追加サービス （ USSD 登録）を設定します。く st 「> には、ド〕モか6 

通がされたサービスコードを入力します。 

n =0 :中間リザルトを応答しない（お買い上げ時） 

n =1 :中間リザルトを 「+CUSD : < m >. "< str >",0 J の形式で応答する 

m =0 :情報の要求なし m =1 :情報の要求あり 

AT + CUSD ? :現在の設定を表示 AT + CUSD =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CUSD =0." 0123456 78" 

回 

OK 

AT + FCLASS =< n>《i 

FOMA 端末がサポートずる通信種別を設定しまず。 
n =0 :データのみサポート（固定値） 

AT + FCLASS ? :現在の設定を表示 AT + FCLASS =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + FCLASS = O 0 

OK 

AT+GCAP 

FOMA 端末でサポートしている AT コマンドの範囲を 「+ GCAP : く n >」 の形式で表示しま 
す。 

n=+CGSM : GSM コマンドをサポート（一部のみサポートの場合を含む） 
n=+FCLASS : + FCLASS 〕 マンドをサポート n=+W : + W コマンドをサポート 

AT + GCAP 回 
+ GCAP : 

+ CGSM .+ FCLASS . 

+W 

OK 

AT+GMI 

FOMA 端末のメーカをを表示しまず。 

AT+GMI 回 

FUJITSU 

OK 

AT+GMM 

FOMA 端末の機種名を表示しまず。 

AT+GMM 

FOMA F 09 巨 

OK 

AT+GMR 

FOMA 端末のバージョンを表示します。 

AT + GM 咽 

Verl.OO 

OK 

AT + IFC = く 

パソコンと FOMA 端末間の□-カルフ□-制御方式を設定します。 

n 、 m =0 :フ□-制御をわわない n 、 m =1 : XON / XOFF フ□-制御をわう 

n 、 m =2 : RS/CS ( RTS / CTS ) フ□-制御を巧う（お買い上げ時） 

AT + IFC ? : 「+IFC : く n >.< m >」 の形式で現在の設定を表示かは DCE by DTE 、 m は DTE 
by DCE の値を示ず） 

AT + IFC =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + IFC =2,2 回 

OK 
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上段：コマンド下段：実行例 

説明 

AT + WS 46=< n>《i 

発信時に使用する無線ネットワークを n の値で表示します。 


変更はできないので、 AT + WS 46=< n > と入力すると、 ERROR を返します。 
n =12 : GSM ネットワーク n =22 : 3 G ネットワーク ( FOMA ) 

n =25 : GSM および 3 G ネットワーク （ FOMA ) (お買い上げ時） 

AT + WS 46? :現在の設定を表示 AT + WS 46=? :設定可能な値のリストを表示 

AT¥S 

現在設定されている各コマンドと S レジスタの内容を表示します。 

AT¥S 回 

E 1 QO VI X 4 & C 1 & D 2 

& S 0 • • • 仲略） • • • 

SI 04=001 

OK 


AT ¥ V < nX》i 

接続時の拡張リザルトコードの使用を設定します。 

AT ¥ V 0 

OK 

n =0 :拡張リザルトコードを使用しない（お買い上げ時） 
n =1 :拡張リザルトコードを使用する 

+++ 

通信中に入力すると、オンラインデータモードか6オンラインコマンドモードに移巧します。 

+++ (非表示） 

OK 

エスケープガード区間は1秒の固定値です。 


&W コマンドで FOMA 端末に記録されます。 

《2 &F および Z コマンドによる U セツトは行われません。 

《3 &W コマンドを使用する前に Z コマンドを実行すると、最後に記録した状態に戻り、それまでの変更内容 
は消去されます。 

♦切断理由一覧 


■パケット通信 


値 

理由 

26 

27 

APN がを在しないか、または正しくありません。 

30 

ネットワークによって切断されました。 

33 

パケット通信の契約がされていません。 

36 

正常に切断されました。 


■ 目 4 K データ 通信 


値 

理由 

1 

指定した番号は存在しません。 

16 

正常に切断されました。 

17 

相手側が通信中のため、通信ができません。 

18 

発信しましたが、指定時間内に応答がありません。 

19 

相手側を呼び化しましたが応答がありません。 

21 

相手側が着信を拒否しました。 

63 

ネットワークのサービスおよびオプションが有効ではありません。 

65 

提供されていない処理速度を指定しました。 

88 

端末属性の異なる端未に発信したか、または着信を受けました。 


31 































♦エラーレポートー覧 


数字表示 

文字表示 

理由 

10 

SIM not inserted 

FOMA カードがセットされていません。 

15 

SIM wrong 

ドコモじ(かの SIM (FOMA 力ードに相当ずるに力ード）が挿入されて 
います。 

16 

incorrect password 

パスワードが間違っていまず。 

100 

unknown 

不明なエラーです。 


♦ AT コマンドの補足説明 


• く cicl> は、 FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続先 (APN) を管理する番号です。 FOMA 端末で 
は「1〜] 0」び登録でさます。 

• お買い上げ時、 cid] 〜4には次のよラに登録されています。 
cidl : mopera.ne.jp (接続先 mopera、PPP 接続） 
cicl2 : mopera.net (接続先 m 日 pera U、PPP 接続） 
cidS : mopera.net (接続先 mopera U、IP 接続） 
cid4 : mpr.ex-pkt.net (接続先 mopera U、PPP 接続、1 28K 通信） 

- <APN> は接続先を示す接続ごとの任意の文字列です。 

■ コマンド名： + CGDC 0 NT = [パラメータ] 

• 概要 

パケット通信の接続先 (APN) を設定します。 

• 書式 

+CGDC 日 NT 二 [<cid> [；'<PDP_TYPE>" [; く APN>"]]] 

- パラメータ 説明 
く cicl> :1〜10 
<PDP_TYPE> : IP または PPP 
<APN> :任意 
-実行例 

PPP 接続の 「abc」 という APN 名を登録する場合のコマンド（く cicl> 二日の場合） 

AT+CGDCONT 二日，" PPP'V'abc" 回 
0K 

- パラメータを 省略した場合の動作 

AT+CGDC 日 NT 二：すべてのく cid >をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT+CGDC 日 NT 二く cicl> :指定したく cicl> をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT+CGDCONT? :現在の設定を表示します。 

AT+CGDCONT 二？：設定可能な値の U ス h を表示します。 

■ コマンド名： + CGEQMIN = [パラメータ] 

• 概要 

パケット通信確立時にネットワーク側から通知される QoS (サービス品質）を許容するかの判定基準を設定 
します。 

-書式 

AT+CGE 日 MIN 二 [<cid> [，，く Maximum bitrate UL> [,<Maximum bitrate DL>]]] 

- パラメータ 説明 

く cicl> :1〜10 

く Maximum bitrate UL> :なし（お買い上げ時）または384 
く Maximum bitrate DL> :なし（お買い上げ時）または7,232 

《く Maximum bitrate UL> およびく Maximum bitrate DL> では、 FOMA 端末と基地局間の上りおよび 
下りの最大通信速度 （kbps) を設定します。「なし（お買い上げ時)」に設定した場合は、すべての速度 
を許容しますび、「384」および r 7,232 J を設定した場合、これらの速度し: TF の接続は許容されないた 
め、パケット通信び接続されない場合びありますのでごを意ください。 
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-実行例 

-上りと下りですベての速度を許容する場合のコマンド（く cid >二日の場合） 

AT+CGEQMIN 二日回 
0K 

■上り 384kbps、 下り7,232 kbps の速度のみ許容する場合のコマンド（く cid >二目の場合） 
AT+CGEQMIN=6，， 384,7232回 
0K 

-上り 384kbps、 下りすベての速度のみ許容する場合のコマンド（く cid >二7の場合） 
AT+CGEQMIN 二71，384回 
0K 

■上りすベての速度、下り7,232 kbps の速度のみ許容する場合のコマンド（く cid >二8の場合） 
AT+CGEQMIN=8，，，7232 回 
0K 

- パラメータを 省略した場合の動作 

AT+CGEQMIN 二：すべてのく cid >をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT+CGEQMIN 二< cid > :指定したく cid >をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT+CGEQMIN? :現在の設定を表示します。 

AT+CGEQMIN 二？：設定可能な値の U ストを表示します。 

■ コマンド名： + CGEQREQ = [パラメータ] 

• 概要 

パケット通信の発信時にネットワークへ要求する QoS (サービス品質）を設定します。 

-書式 

AT+CGEQREQ 二 [<cid>] 

- パラメータ 説明 

上り目4〜 384kbps、 下り目4〜71232 kbps の速度で接続を要求するコマンドのみ設定でさます。各 
< cid >にはその内容びお買い上げ時に設定されています。 

<cid> :1〜10 

-実行例 

(く cid >二3の場合） 

AT+CGEQREQ 二3回 
0K 

- パラメータを 省略した場合の動作 

AT+CGEQREQ 二：すべてのく cid >をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT+CGEQREQ 二く cid > :指定したく cid >をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT+CGEQREQ? :現在の設定を表示します。 

AT+CGEQRE 日二？：設定巧能な値のリストを表示します。 

♦リザルトコード 


•ATV コマンドび n 二](お買い上げ時）に設定されている場合は英文字、 n 二0の場合は数字で U ヴルトコード 
び表示されます。 -P27 

■ リザルトコード 


数字表示 

文字表示 

意 味 

0 

0K 

正常に実行しました。 

1 

CONNECT 

相手と接続しました。 

2 

RING 

着信していまず。 

3 

NO CARRIER 

回線が切断されました。 

4 

ERROR 

コマンドを受けがけられません。 

6 

NO DIALTONE 

ダイヤルトーンのお出ができません。 

7 

BUSY 

話中音のお出中です。 

8 

NO ANSWER 

接続完了タイムアウト。 

100 

RESTRICTION 

ネットワークが規制中です（通信ネットワークが混雑しています。 
しばらくたってから接続し直してください)。 

101 

DELAYED 

IJ ダイヤル発信規制中です。 
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■拡張リザルトコード 
- AT & E コマンドび n =0 に設定されている場合 


数字表示 

文字表示 

FOMA 端末一基地局間の接続速度 

122 

CONNECT 6400日 

64000 bps 

125 

CONNECT 384000 

384000 bps 

133 

CONNECT 3648000 

364800 0 bps 

135 

CONNECT 7232000 

723200 0 bps 


- AT & E コマンドび n = l に設定されている場合 


数字表示 

文字表示 

FOMA 端末ーパソコン間の接続速度 

5 

CONNECT 1200 

1200 bps 

10 

CONNECT 2400 

2400 bps 

11 

CONNECT 4800 

4800 bps 

13 

CONNECT 7200 

7200 bps 

12 

CONNECT 9600 

9600 bps 

15 

CONNECT 14400 

14400 bps 

16 

CONNECT 19200 

19200 bps 

17 

CONNECT 38400 

38400 bps 

18 

CONNECT 57600 

57600 bps 

19 

CONNECT 115200 

115200 bps 

20 

CONNECT 230400 

230400 bps 

21 

CONNECT 460800 

460800 bps 


《従来の RS -232 C で接続するモデムとの互換性を保つため通信速度を表示しますび、 FOMA 端末ーパソコン 
間は USB ケーブルで接続されているため、実際の接続速度と異なります。 

■ 通信プロトコルリザルトコード 


数字表示 

文字表示 

意味 

1 

PPPoverUD 

64 K データ通信で接続 （ BC 二 UDI 、+ CBST 二116,1,0) 

5 

PACKET 

パケツト通信で接続 


■ リザルトコード表示例 
ATXO び設定されているとさ 

AT ¥ V コマンドの設定に関わらず、接続完了の際に 「 CONNECT 」 のみ表示されます。 
文字表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

CONNECT 

数字表示例 ： ATD * 99 * * * ] # 

1 

ATX 1 び設定されているとさ 

- ATX 1、 AT¥VO (お買い上げ時）び設定されている場合 
接続完了時に、に ONNECT く FOMA 端末ーパソコン間の速度>」の書式で表示します。 
文字表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

CONNECT 460800 
数字表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

121 


34 






- ATX ]、 AT ¥ VI び設定されている場合※1 
接続完了時に、次の書式で表示します。 

に ONNECTCF 日 MA 端末-パソコン間の速度>く通信プロトコル>く接続先 APN >/く上り方向 (FOMA 
端末^無線基地局間）の最高速度>/く下り方向（ FOMA 端末^無線基地局間）の最高速度>」 ‘ X 2 
文字表示例 ： ATD * 99 * * * ] # 

CONNECT 460800 PACKET mopera . ne . jp /384/7232 
( mopera . ne . jp に、上り最大 384 kbps 、 下り最大7,232 kbps で接続したことを表します。） 

数字表示例 ： ATD * 99 * * * ] # 

1215 

ATX ]、 AT ¥ V 1 を同時に設定した場合、ダイヤルアップ接続び正しくできないことびあります 。 AT 
¥ VO だけでのご利用をおすすめします。 

《2 AT ¥ V ] び設定されている場合、く接続先 APN >_ L ^ 降はパケットで接続している場合のみ表示されま 
す。 
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